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パンスターズ彗星追跡録

2転、3転、大彗星になるか？
昨年の暮れあたりから、パンスターズ彗星(C/2011L4 PanSTARS)が今年の
3月に―1等級前後の大彗星になるのでは、という予想とともに、期待を集めてい
ました。このあたりの事情は「うちゅう」2月号にも記事を書きましたが、彗星が地
球の南側からやって来て、北側へ去っていく軌道にあるため、日本では、3月上旬
までは全く見えるチャンスが
無く、3月10日前後から見え
始める位置関係にありまし
た。南半球では1月中旬から
観測が可能になり、観測報告
が届き始めます。
ですが、南半球からの観測
報告では、当初の予報通りに
は明るくなっていないとのこ
と。1月、2月の状況を伸ばし
ていくと、3月10日頃の予報
光度は2等から3等ほどにし
かなりません。これでは、夕焼
けの中では、彗星は見つけら
れないような気がします。期
待された彗星が、期待通りに
明るくならないことは、昔から
良くあることとはいえ、全然
見えないんじゃガッカリだな
ぁと思っていました。ところ
が、2月28日から3月1日頃に
なって、急に景気のいい報告
が届き始めます。中には、肉
眼で見える！というものも。
急激に彗星が明るくなったよ
うで、結果的には、昨年末頃
に期待されていた頃の予報
光度に近づいてきているよう

撮影時刻：2013年3月11日18：46
露出：1/8秒 絞り：4.5(開放)
撮影地：大阪市中央区(大阪城)
（以下この記事の写真全てに共通）
カメラ：Fuji FinePix S5Pro
感度設定：ISO1600相当
焦点距離：300mm
Photoshopでレベル、コントラスト調整、
トリミング処理。白いスケールが0.5°
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でした。これならば、日本でも、十分見える可能性があります！

とにかく一目見よう
地球と太陽と彗星の位置関係で、日本では、どう頑張っても3月6日以前に見

える可能性はありません。彗星が尋常じゃなく明るくなれば、6日とか7日に見え
るかもしれませんが、順当にいけば、8日から10日あたりが、初観測のチャンスに
なりそうです。もしも、誰もが簡単に肉眼で彗星を見つけられるほどになるなら
ば、質問や問い合わせ、取材などもたくさん来るに違いありません。できればそれ
よりも早く、一日でも早く自分の目で見ておきたいと思い、8日、9日、10日と、連
日夕方の空で彗星を探しましたが、天気の巡り合わせが悪く、結局、初めてパン
スターズ彗星を捉えたのは3月11日でした。
見つけた印象は、「小さくて細長い！」でした。10×50の双眼鏡で観察してい

たのですが、鋭い中央集光か
らシュッとまっすぐに細い尾
が伸びています。夕焼けの中
に見つけるまでは、かなりうろ
うろと双眼鏡で探し回ったの
ですが、一度見つけてしまえ
ば、割と簡単に分かります。し
かし、肉眼では見つけること
はできませんでした。
翌3月12日には、マスコミ

からの問い合わせもちらほら
ありましたが、「双眼鏡無しで
は、難しいですねぇ」とコメン
トすると、電話の向こうも少し
がっかりした感じでした。ま
ぁ、大げさにあおっても意味
がないので、仕方のないとこ
ろです。それよりも自分の中
でびっくりしたのは、12日の
夕方に再チャレンジして、全
く彗星を見つけられなかった
ことでした。たしかに、12日は
低空はやや薄雲が出てきて
いて、ベストの環境ではありま

撮影時刻：2013年3月14日18：47
露出：1/2秒 絞り：4.5(開放)
撮影地：大阪市中央区(大阪城)
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せんでした。しかし、「この程度なら
なんとか見えるだろう」という甘い
予測は軽く打ち砕かれ、「スッキリと
低空まで晴れている日でなければ、
そう簡単には見えない」と再認識さ
せられたのでした。この前後の動向
は「うちゅう」4月号にもレポートし
ていますので、そちらの記事もご覧
ください。
その後も3月中は、とにかくチャ

ンスがありそうな天気なら、毎日必
ず夕方に彗星を探していたのです
が、実際に彗星を見ることができた
のは、11日、14日、15日、21日の4
回だけでした。本当に低空の気象
条件が揃う日は少なかったのです。

このまま彗星は去っていくのか
3月14日の夕方の彗星は良く見

えました。11日に見たよりも見つけ
やすく、双眼鏡で、しっぽのグラ
デーションを感じました。肉眼では、
残念ながらこの日も見つけること
はできませんでした。そして21日に
なると、明らかに14日よりも彗星が
暗くなってきていました。
そして、3月も終わりの31日、こ

の日も夕方彗星にチャレンジした

(写真上)
撮影時刻：2013年3月21日19：00
露出：2秒 絞り：4.5(開放)
撮影地：大阪市中央区(大阪城)
(写真左)
撮影時刻：2013年4月1日4：55
露出：8秒 絞り：4.5(開放)
撮影地：大阪府枚方市
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ものの、低空の雲が切れず、彗星は見つけられませんでした。しかし、この頃から、
パンスターズ彗星は明け方にも観測チャンスが出てきていたのです。一度仮眠し
て、夜中に自宅から車で20分ほど走った、東の見晴らしがいい丘まで移動して、
明け方の彗星を狙います。低空の薄雲があって苦労したものの、写真に収めるこ
とに成功しました。望遠鏡では彗星は見えたのですが、双眼鏡では見つけること
ができませんでした。いよいよ、彗星は暗くなってきているようです。もうこのま
ま、双眼鏡では歯が立たない領域に去ってしまうのか、と少し寂しく思いました。

驚きの大逆転
4月5日は休暇

を取っていました。
1日の朝に見た彗
星は弱 し々く、これ
以上彗星を追うな
ら都会で頑張って
も厳しいだろうと
考え、4日の夜は、
思い切って峰山高
原まで出かけまし
た。海抜1000m近
く、北東側には都
市はなく、細い月
はあるものの、今
の自分の状況で
は、ほぼ最高の観
測環境のはず。夜
中過ぎに到着した
ときには、まだ雲が
所々残っていたも
のの、次第に快晴
になっていき、3時
半頃に首尾良く彗
星を発見。10cmの
屈折で見えるのは
当然のこととして、
7×50のファイン

撮影時刻：2013年4月5日3：56 露出：180秒
絞り：4.5(開放) 撮影地：兵庫県神崎郡
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ダーでもちゃんと見え
ています。空さえ良けれ
ば、まだ双眼鏡でも見
えるんだ、ということを
再認識しました。ずっと
スケッチを描くことがで
きていなかったので、ま
ずは10cm屈折でスケ
ッチ。写真のイメージで
はすらっと細長い尾が
印象的でしたが、眼視
ではもう少し扇が開い
たような尾の形で、尾
の片側の輪郭がしっか
りしていて、反対側はグ
ラデーションで薄くなっ
ていく様子もよく見え
ています。これは立派な
彗星です。
写真も、今まで夕焼

け・朝焼けの空の中で
撮っていたときと違って、露出をたっぷりかけることができるので、ずっといい写り
になります。本当は、この日は、アンドロメダ銀河と彗星が並ぶ日だったので、彗星
とアンドロメダ銀河を並べた写真を狙っていたのですが、観測途中に赤道儀の電
池を切らしてしまう、という失敗があって、彗星単独の写真（これもガイドが流れ
ている）しかものになりませんでしたが、それでも、3月中の写真とは見違えるよ
うな立派な彗星に写っています。
そして、4月8日の未明、再び峰山高原へ。天気予報通りに晴れてくれず、雲の

すき間から10分ほど見えただけでしたが、それがすごい！双眼鏡で、アンドロメ
ダ銀河より明らかに簡単に見えるのです。月のない夜で、光害が無くて、薄明の
影響もないならば、こんなにもすごい彗星なのか、と感嘆しました。肉眼でも見え
るかもしれないと、双眼鏡を外して目をこらしてみましたが、見えるような気がし
ないわけでもないけど気のせいと言えば気のせいのようでもあり、明確に「見え
た」とは言えないレベルでした。高度があるならば、アンドロメダ銀河よりも見え
やすいのですから、軽々肉眼で見えるのでしょうけれど、いかんせん極低空です
から仕方ありません。

スケッチデータ
2013年4月5日3：47～3：55
(彗星の位置取り3：49)
Vixen FL102S - Pentax XL21mm (×44)
灰色の円が直径約2°の目安
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いよいよ去りゆくパンスターズ彗星
15日の未明、峰山高原で、わず

かな雲のすき間から見たパンス
ターズ彗星は、ちょっと違う雰囲気
でした。それまでは、双眼鏡で見た
ときに、中央集光がしっかりしてい
て、すぐに、これだ！と見つけるこ
とができていたのですが、この日
は、10×50の双眼鏡では、中央集
光がよく分からない印象だったの
です。いかんせん、天気が悪く、ほん
の2、3分雲のすき間から見えただ

けなので、見間違いか
もしれないし、薄雲のい
たずらだったのかもし
れません。
しかし、18日の未明
に、奈良県の川上村で
観察したときには、好天
であったにもかかわら
ず、確かに10×50では
中央集光がはっきりし
ませんでした。望遠鏡
ではしっかりした中央
集光が見えていたの
に、双眼鏡だと分から
ない、というのはちょっ
と変な感じもするので
すが、実際の素直な感

（写真左）
撮影時刻：2013年4月18日3：34
露出：240秒 絞り：4.5(開放)
撮影地：奈良県吉野郡
スケッチ(下)
2013年4月18日3：02～3：15
(彗星の位置取り3：07)
Vixen FL102S - Pentax XL21mm (×44)
灰色の円が直径約2°の目安
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想として、そのように見えました。望
遠鏡での見え方も、5日の朝のよう
な、尾の片側がくっきりした印象か
ら変わって、両サイドともグラデー
ションになったような見え方です。
尾の輝きも淡くなってきているよう
です。それでも、淡いながらも、尾の
長さはあまり短くなっていないよう
に感じます。
22日の未明も、川上村にて。だ
んだん月が大きくなってきていて、
薄明開始前に月が沈んで観測時間

が取れるのはこの日ま
でと思い、再び出かけ
てました。月があるうち
は、彗星は弱々しい見
え方しかしなかったの
ですが、月が沈むとすっ
かり良く見えるようにな
りました。むしろ18日よ
りも良く見えるような
気がします。18日は少
し湿度の高い夜だった
ので、少し見え方が悪
くなっていたのかもし
れません。そして、やは
り月があると、見え具合
はぐっと落ちます。満月
を過ぎて、月が小さくな

（写真上）
撮影時刻：2013年4月22日3：33
露出：300秒 絞り：4.5→5.0
撮影地：奈良県吉野郡
スケッチ(左)
2013年4月22日2：44～2：59
(彗星の位置取り2：52)
Vixen FL102S - Pentax XL21mm (×44)
灰色の円が直径約2°の目安
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るゴールデンウィーク明けに、どのくらいの見え方を維持しているのでしょうか。
さすがに太陽から遠ざかっていくので、しぼんでしまうとは思うのですが、いきな
りしっぽが見えなくなったりはしないと思うので、もう少し追ってみたいと思いま
す。

振り返って
3月中は、夕焼け空の中に見つけるのが難しかったため、事前の期待ほどには
世間の話題にならなかったパンスターズ彗星でしたが、4月に入って、暗い空で
観察できるようになると立派な姿を見せてくれました。4月8日の明け方にほんの
短時間見えたパンスターズ彗星の姿は、とても最盛期を1月も過ぎた姿とは思え
ない立派さでした。ひょっとしたら、3月中も、空気の薄い高地まで行くことができ
て、素晴らしい晴天に恵まれていたら、もっと違った印象だったのかもしれません。
夕焼けと、都市光と、月明と、春霞と、薄雲と、いろいろな悪条件をかいくぐりな
がら、彗星を追い続けて思うのは、やはり彗星は、毎日毎日が新しい出会いであ
り、一期一会である、ということです。4月に入ってからは、仕事の日に遠出するの
は難しいので、晴れていても出かけずに睡眠時間に充てた日もあったのですが、
「せっかく休みなのに天気が悪くて」という日がそれほど多くなかったので、自分
なりには割と満足できる追跡ができたように思います。
今、気になっているのは、4月8日の未明には、10×50の双眼鏡でもしっかりと

した中央集光が見えていたのに、15日の未明には、双眼鏡では中央集光が分か
らなくなっていたことです。直感的には、たった1週間の変化としては大きな変化
のように感じます。とは言え、10cmの望遠鏡での観察ではちゃんと中央集光は
見え続けているので、観測機材の関係で小さな変化が大げさに見えているのか
もしれません。また、尾の片側がくっきりしていたのが、ぼやけてきたのもその頃
で、関係があるような気がします。今更のことになってしまいますが、望遠鏡で見
るときに、敢えて高倍率をかけて、中央集光の様子をもっと詳しく観察すると、彗
星核の近傍で何か面白い現象が起きている片鱗を捕まえることができたのかも
しれないという気もします。尾にばかり気が向きすぎていたのかも知れません。
そして、5月以降のパンスターズ彗星の動向は、どのようになるのでしょうか。
本稿執筆時点ではまだ分かりませんが、まだ新しい発見に出会えるチャンスがあ
りそうな気がします。

いいやまおおみ（科学館学芸員）

表紙写真は4月18日未明に撮影したパンスターズ彗星。
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